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　私は子どもの頃から、女性だけの集団やサークル活動には
全く興味が無く、女性だけあるいは女性をターゲットにした組
織に所属したことがありません。今でも、女性の集団に対する
興味は薄いのですが、女性に対する偏見由来で経験した不
利益の数は、半端ではないように思います。
　性別に対する固定観念や無意識の偏見が、女性のキャリア
に大きな影響を及ぼしています。”自分の意見をはっきり述べ
る“、”決断力がある“、”有能である“などは男性の属性とされ、

男性がこのような行動を示すと良い評価が得られるのに対し、
女性がこのような行動をとると、”攻撃的“、”厚かましい“、”女ら
しくない”、”思いやりがない“と負の評価がなされると報告され
ています。おまけに“おしんのふるさと”九州では、女性が女性

を酷評する風習が根強いように思います。
　長崎に来て29年目になります。国際的な場での活動も多数

経験いたしました。その間に出会った素敵な方々のお話もご
紹介したいと思っております。

　昭和５７年７月長崎大学歯学部附属病院口腔外科講師
として赴任して以来２９年間、麻酔一筋に生きてきた。
自分が女性であることを意識したことはなかったが「女
性がトップで仕事できるのは素敵ね」という母の励まし
がなければくじけそうであった．麻酔の業務はどれも好
きであったし、好きな仕事で給料をもらえるのは幸せと
思えたし、健康にも家族にも恵まれた。しかし、なによ
りもささえとなったのは職種や性別を超えた仲間の存在
であった。
　今、時代は男女共同参画の新しい社会を形成するため
に動いている。本学においては平成２２年度に男女共同
参画推進センターが設置され、教職員、学生、大学院生
一人ひとりがその能力を十分に発揮し、男女共同参画社
会の環境づくりと意識改革実現のための取り組みが始ま
っている。

男性も女性も一緒に考えよう！


